
生　活

「
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

社
会
生
活
を
営
む
人
間
が
互
い
に
意
思
や

感
情
、
思
考
を
伝
達
し
合
う
こ
と
。
言
語
・

文
字
・
身
振
り
な
ど
を
媒
介
と
し
て
行
わ
れ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を

辞
書
で
引
く
と
、
大
体
ど
ん
な
辞
書
で
あ
っ

て
も
、
こ
ん
な
風
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
仕
事
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
社
内
で
生
じ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
根

源
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
軋
轢
（
あ

つ
れ
き
）
に
よ
る
も
の
だ
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

会
社
で
よ
く
あ
る
ミ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、「
強
引
さ
」
と
「
抑

圧
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
職
場
だ
か

ら
こ
そ
、
相
手
の
考
え
を
引
き
出
し
、
さ
ら

に
自
分
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
話
し
合
う
こ

と
で
、
自
分
に
も
相
手
に
も
、〝
考
え
る
〞

機
会
を
作
る
事
が
大
切
で
す
。

　

互
い
の
意
見
を
た
だ
受
け
入
れ
合
っ
た
り
、

批
判
し
合
っ
た
り
す
る
だ
け
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
相
違
す
る
価
値
観
を
ぶ
つ
け
合
い
、
自

分
の
意
見
に
対
し
て
反
対
の
意
見
が
出
て
も
、

互
い
の
想
い
を
伝
え
あ
い
、
調
整
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
う
調
整
能
力
の
こ

と
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と
呼

ぶ
の
で
す
。

　

上
司
か
ら
部
下
に
対
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
は
、
大
き
く
分
け
て
、

次
の
三
つ
に
な
る
は
ず
で
す
。

①
言
い
た
い
こ
と
を
言
う

こ
れ
は
、
相
手
の
価
値
観
を
抑
圧
し
、
理

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

人
は
、ひ
と
り
で
は
生
き
て
行
け
ま
せ
ん
。さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
え
あ
っ
て

生
き
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
つ
け
、見
守
り
、引
き
出
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、人
と
人
を
つ
な
ぐ
原
点
と
も
い
え
ま
す
。家
庭
、職
場
、近
所
付

き
合
い
、友
人
と
の
付
き
合
い
、そ
の
全
て
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、人
生
を
楽
し
む
こ
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。こ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

解
す
る
こ
と
な
く
、
こ
ち
ら
の
言
い
分
を

一
方
的
に
押
し
付
け
る
ケ
ー
ス
で
す
。
そ

の
た
め
、
部
下
の
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ず
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
っ
て
い

た
ら
い
い
と
い
う
価
値
観
を
植
え
付
け
て

し
ま
い
ま
す
。
逆
に
、
言
わ
れ
な
け
れ
ば

や
れ
な
い
人
材
教
育
と
も
言
え
ま
す
。

②
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い

自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
言
葉
に
で
き
ず
、

部
下
と
い
う
立
場
だ
っ
た
ら
バ
リ
バ
リ
仕

事
が
で
き
て
い
た
の
に
、
管
理
者
に
な
っ

た
途
端
に
無
気
力
に
な
り
、
仕
事
に
や
る

気
が
出
せ
な
く
な
る
人
が
い
ま
す
。
部
下

の
意
見
を
聴
く
こ
と
は
し
ま
す
が
、
そ
れ

に
対
す
る
意
見
な
ど
を
言
葉
に
し
な
い
た

め
、
部
下
に
は
本
当
に
自
分
の
意
見
を
聴

い
て
く
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
不
安
が

芽
生
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

③
上
司
と
部
下
の
間
で
充
分
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
、
最
も
優
れ
た
方
法
を
採
択
す
る

理
想
的
な
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
上
司
と
部
下
が
、
互
い
に
意
見
を
交

換
で
き
る
場
を
設
け
ら
れ
る
か
否
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
６
月
１
日
と
６
月
４
日
に
『
管

理
者
研
修
』
を
開
催
し
ま
す
。
管
理
者
の

方
々
が
、
部
下
と
接
す
る
際
、
ど
う
い
う
こ

と
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
か
、
詳
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
勉
強
会
で
す
。
ご
興
味
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

魅
力
あ
る
人
間
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て（
第
22
回
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

0 9 6 - 3 4 2 - 9 7 3 3

津
川 

育
子

今
月
の
テ
ー
マ

（
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。大
学
卒
業
後
、ニ
チ
イ

学
館
、近
代
経
営
研
究
所
な
ど
の
勤
務
を
経

て
、平
成
10
年
10
月
人
財
育
成
サ
ポ
ー
ト
を

設
立
。22
年
２
月
に
法
人
化
。子
育
て
・
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
勉
強
会
・
講
座

を
随
時
開
講
。熊
本
県
民
カ
レ
ッ
ジ
主
催
講

座
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
子
育
て
応
援
講
座
な

ど
の
講
師
も
勤
め
て
い
る
。県
内
各
地
で
の

講
演
も
多
数
。美
里
町
教
育
委
員
。子
ど
も

は
３
人
。著
書
と
し
て
、「
愛
の
小
箱
」（
夫
の

闘
病
と
家
族
模
様
）が
あ
る
。

tsugawa@jinzai-ikusei.jp
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合
志
市
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
１２
、
熊
本

高
等
専
門
学
校
と
連
携
し
て
昨
秋
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
熊
本
こ
う
し
響
創
塾
」
の
作
品
発
表

会
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ド
ラ
フ
ト
会
議
」
を
３
月
３０

日
に
開
い
た
。

塾
生
の
作
品
を
地
元
商
工
会
や
企
業
に
見
て
も

ら
い
、
企
業
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
使
い
た
い
作
品
に
投
票
し
て
も
ら
う
も

の
。
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
２０
人
の
塾
生
が
、

合
志
市
が
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
す
る「
太
陽
」を
テ
ー

マ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
発
表
。
企
業
関
係
者

な
ど
約
４０
人
が
参
加
し
た
。

同
市
は
「
響
創
塾
の
開
始
以
降
、
東
京
の
プ
ロ

作
家
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
増
加
。
ア
ニ
メ
・
マ

ン
ガ
を
制
作
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

く
ま
も
と
森
都
心
プ

ラ
ザ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
西
区

春
日
１
丁
目
）
は
４
月

１
日
、「
女
性
の
た
め
の

事
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
発
足
し
た
。

女
性
経
営
者
や
女

性
創
業
予
定
者
な
ど
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
相

談
窓
口
の
開
設
お
よ
び

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
態

勢
の
確
立
、
専
門
家
相

互
の
情
報
交
換
や
研
鑽

の
場
の
提
供
な
ど
が
目

的
。
月
１
回
程
度
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
勉
強

会
、
具
体
的
な
案
件
の

検
討
、
相
談
会
な
ど
を

開
催
。
地
元
金
融
機
関

や
認
定
支
援
機
関
な
ど

の
各
種
支
援
機
関
の
ほ

芦
北
町
が
御
立
岬
公
園
内
で
整
備
を
進
め
て

い
た
製
塩
体
験
施
設
「
塩
（
え
ん
）
む
す
び
館
」

が
４
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
潮
湯
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る
御
立
岬
温
泉

の
温
泉
水
を
活
用
し
て
５
０
０
円
か
ら
塩
づ
く

り
が
体
験
で
き
る
。
昔
な
が
ら
の
塩
田
を
再
現

し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
、
約
２
５
０
リ
ッ
ト

ル
と
約
５０
リ
ッ
ト
ル
の
釜
計
３
基
を
設
け
た
木

造
平
屋
建
て
の
釜
屋
を
整
備
。
ま
た
、
隣
接
す

る
御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
排
熱
を

利
用
し
て
温
泉
水
を
濃
縮
さ
せ
る
作
業
を
行
う

な
ど
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
製
法
だ
。

４
月
２
日
の
落
成
式
で
竹
﨑
一
成
・
芦
北
町

長
は
「
不
知
火
海
が
望
め
る
眺
望
の
中
で
本
格

的
な
塩
づ
く
り
が
体
験
で
き
る
。
御
立
岬
温
泉

セ
ン
タ
ー
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
を
目
指
し
た
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

同
施
設
の
開
業
を
機
に
、
温
泉
塩
の
特
産
品
化

や
塩
飴
、
塩
菓
子
と
い
っ
た
加
工
品
の
商
品
開

発
や
販
売
促
進
も
目
指
す
と
い
う
同
町
。
人
口

減
少
、
過
疎
化
が
進
む
同
町
で
生
ま
れ
た
“
白

い
火
薬
”
は
果
た
し
て
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤

と
な
る
か
―
。
同
町
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
。

▲合志市の都市イメージ「太陽」をテーマに制作したキャラクターを説明する響創塾の塾生（３月30日、
同市の熊本高専熊本キャンパス ICT 活用学習センターで）

▲「ドラフト会議」での投票総
数２５票中、最多の８票を獲得し
た下条直美さんの作品「たいよ
うさん」

塾
生
作
品
の
「
ド
ラ
フ
ト
会
議
」
開
催合志市のアニメ・マンガクリエーター育成プロジェクト「熊本こうし響創塾」

▲不知火海を一望できる絶好のロケーションに整備された「塩むすび館」

▲落成式でお披露目された温泉塩「岬の御塩」や
塩飴、塩あずきジェラートなどの加工品

▲平釜で塩づくりを実演。温泉塩は口当たりがよ
く、海水塩よりカルシウムが豊富という

▲同ネットワークと連携を図る、熊本女性士
業ネットワークの女性専門家

“温泉塩”を地域活性化の起爆剤に

芦北町 御立岬に製塩体験施設「塩
え ん

むすび館」完成

か
、
女
性
の
専
門
家
１３

人
（
弁
護
士
な
ど
８
士

業
）
で
構
成
さ
れ
る
「
熊

本
女
性
士
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
も
連
携
を

図
り
、
女
性
経
営
者
や

女
性
創
業
予
定
者
な
ど

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
創

出
す
る
と
い
う
。
相
談

料
は
無
料
で
、
利
用
は

女
性
に
限
定
。

女
性
対
象
の
事
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
足

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー


